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都市再生整備計画　事後評価シート

四街道駅周辺地区

令和４年３月

千葉県四街道市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 197ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

提案事業
基幹事業
提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ○

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

交付期間
の変更

-

　。
　四街道駅北口広場再整備事業他３事業について、計画期間中に
事業が凍結となり、５か年計画中の実施が困難となったたため。

削除/追加の理由

Ｒ3

指　標

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

実施内容 実施状況

％ 78% Ｈ26

Ｈ26 0か所

1年以内の
達成見込み

-

39%

0か所

従前値 目標値

27% Ｈ23 Ｒ3

7か所

○

　耐震性を有していない会館棟の耐震補強
工事を実施したことにより、施設全体で耐
震性の向上が図られ、多数の者が利用す
る施設の安全性を確保したため、目標を達
成したものと捉える。

　計画期間中に実施したパブコメの結果、
事業が凍結となったため、改修工事を行っ
ていないことから、効果は発現していない
と捉えた。

 １）事業の実施状況

-

89%

フォローアップ
予定時期

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名
【道路】四街道駅北口広場再整備事業
【地域生活基盤施設】文化センター駐車場地下貯留施設設置事業・文化センター改修事業・四街道西中学校地下貯留施設設置事業・四街道駅北口広場歩行者デッキ整備事業
【高質空間形成施設】四街道駅北口広場エレベーター設置事業・四街道駅南口エレベーター設置事業・四街道駅北口シェルター、ベンチ、照明灯設置事業・中央公園便所新設事業

○

Ｒ3 -

27%

指標３

豪雨時の道路冠水による
通行止め箇所数

箇所

　西中学校グラウンド・文化センター駐車場
の地下に雨水貯留施設を整備することによ
り、大雨が降った際に下流の流下能力を超
えた分の雨水が、地下に貯留できるように
なるため、冠水の軽減につながった。平成
２９年３月より、令和４年１月現在に至るま
で、概ね時間30ｍｍ以上の降雨があった
日は５日であったが、道路冠水した日数は
0であるため、目標値を達成したものと捉え
る。

目標
達成度

89%

効果発現要因
（総合所見）

- ×

数　　値

四街道駅北口広場の利用
にあたって不満があると答
えた人の割合

％

耐震補強工事を実施した
公共施設率

指標２

指標４

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

従前値

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指標1

 ５）実施過程の評価

その他の
数値指標３

新たに追加し
た事業

なし
なし

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

　あり

なし

当初計画
から

削除した
事業

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

　北口再整備事業の再実施に向け、準備を進める。

モニタリング

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

　四街道駅北口広場再整備に関するパブコメ実施
　第一回パブコメを平成２７年１月～２月に実施し、再整備案を
提示したが、その後多方面からさまざまな意見をいただき、デッ
キに広場を設けること、シェルターの延長を伸ばすこととなった
ため、変更点について、平成２８年１０月～１１月に第二回パブコ
メを実施したが、変更点に対する反対意見が多数あるとともに、
事業そのものの反対意見も多数いただく結果となった。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

今後の対応方針等

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

数　　値目標値

千葉県 市町村名 四街道市

なし

なし

880.4

四街道駅周辺地区

交付対象事業費 国費率

地区名

基幹事業

　中央公園駐車場整備事業
　武道館施設の建替後の跡地を駐車場整備として計画をしていた
が、武道館所管課にて武道館建替えの計画が停滞しており、計画
期間中の整備が困難となったため。

　なし

平成２７年度～令和元年度 令和３年度事後評価実施時期

事業名

　四街道駅北口広場再整備事業・四街道駅北口広場歩行者デッキ整備事業・四
街道駅北口エレベーター設置事業・四街道駅北口シェルター、ベンチ、照明灯設置
事業の工事



様式２－２　地区の概要

単位：％ 27% H23 27% Ｒ3 39% Ｒ3

単位：箇所 7箇所 H26 0箇所 Ｒ3 0箇所 Ｒ3

単位：％ 78% H26 89% Ｒ2 89% Ｒ2

単位： H H H

単位： H H H

四街道駅周辺地区（千葉県四街道市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

道路冠水による通行止め

駅前広場の利用不満度

計画区域内の公共施設の耐震化

・本地区は、四街道駅北側に位置しており、商業、業務、行政、文化教育施設が立地する中心市街地である。平成１
２年、大型店の郊外進出による商業の衰退、夜間人口の減少を抑え、中心市街地としての役割を果たすため、中心
市街地活性化基本計画を策定し、大規模事業所と中学校移転による跡地を活用した市施行の土地区画整理事業を
実施した。これにより、大型商業施設、都市型高層住宅が進出し、市の中心市街地「都市核」の形成が図られつつあ
る。
　また、四街道駅から北へ延びる都市計画道路3.4.2号線は、松並木の保全と電線類地中化により、シンボルロードと
して整備し、都市景観形成にも努めてきている。
　しかしながら、市の玄関口である四街道駅北口広場をはじめとする中心市街地内の各公共施設は、老朽化が顕著
化しており、加えて、社会構造の変化による市民ニーズの多様化など、使い勝手のより良い諸施設の改善を望む声
が多い。
　また、防災面では、群衆する公共施設の老朽化や耐震基準を満たしていないなど問題点を多く抱えている。
　さらには、近年、地球温暖化がもたらすゲリラ豪雨などにより、浸水被害が頻繁に発生している状況にあり、都市基
盤の脆弱性が窺がえる。
　このような状況下において、今後、定住化のための住環境の整備、持続可能な経済活動の活性化、少子高齢化に
対応した市街地の形成など生活に必要な諸施設の近接するまちづくり実現に向け、災害に強い安心安全なまちづく
りを進め、魅力ある中心市街地としての役割を果たすため、本事業を活用するものである。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・西中学校に設置した地下貯留施設については、プラスチック製であり、内部の清掃が難しいことから、堆砂槽を設けており、定期的に堆砂槽の清掃を行うことにより、貯留施設内に砂の堆積を軽減させ、適正な貯留能力を維持してい
く必要がある。また、ポンプでの排水を行っているため、ポンプが壊れてしまうと貯留施設内の雨水は溜まりっぱなしなってしまうことから、定期点検を実施し、ポンプでの排水能力の維持に努める。
・文化センター地下貯留施設については、施設内の清掃が可能なため、適時貯留施設内の堆砂等を確認し、維持管理に努める。
・鉄骨ブレス等耐震補強工事を実施した箇所及び躯体について、施設の日常点検を実施し、劣化が著しい場合は延命化を図れるよう適宜修繕および予防措置を行い、避難所機能を確保できるための耐震性能の維持管理に努める。
・平成２８年１０月～１１月に実施した第二回パブコメでは市全体の意見として、反対意見が多数であったため、事業凍結となった。平成２３年１１月に北口利用者を対象としたアンケートを実施したところ、歩道・一般車乗降場・バス乗
降場・タクシー乗降場について利用に対する不満があり、令和３年１２月の結果では不満は増加する結果となった。今後事業再開に向け、実施したアンケート結果を生かしつつ、さらに利用者のみを対象としてた具体的な内容（施設別
の満足度評価など）を訪ねる再アンケートを実施し、再アンケート結果の意見も参考に、現在の整備案を生かしつつ、市民に理解を得られるような整備案に改良し、事業再開を目指す。

まちの課題の変化

【達成されたこと（課題の改善状況】
・文化センター地下貯留施設・西中学校グラウンド地下貯留施設を設置したことにより、大雨が降った際に下流の流下能力を超えた分の雨水が雨水貯留施設に一時的に流入するようになり、平成２９年３月～令和４年１月までに時間
30ｍｍ程度が降雨した日は５日であったが、通行止めとした箇所は0であった。
・　計画区域内の公共施設は９施設ある中、四街道市文化センター会館棟は耐震性能が低く、避難所として防災計画に指定できていなかった。市民サービス向上のため、文化センター会館棟耐震補強工事を実施し、大規模な地震に
対して倒壊や崩壊の危険性の低い建物となった。
【残された未解決の課題】
・　四街道駅北口広場の歩道・一般車乗降場・バス乗降場・タクシー乗降場の改修は実施していないため、北口利用者の不満度が上がる結果となった。

目標値 評価値

四街道西中学校に地下貯留施設を設置し、時間30ｍｍ程

度の降雨時に通行止めとしていた4路線の冠水が解消され

ました。

文化センター駐車場に地下貯留施設を設

置し、時間30ｍｍ程度の降雨時に通行止

めとしていた３路線の冠水が解消されま

した。

対策前 対策後

四街道駅北口再整備の計画がございましたが、現
在事業が凍結しております。

南口にエレベーターを設置し、交通拠点として、更
なるバリアフリー化を図り、利便性を向上させました。

四街道文化センターの耐震工事を実施し、大規模地震に耐
えられるよう補強し、文化センター利用者がより安全に利用
できるようにしました。

市の行事としてとても利用率の高い公園であり、従前では便所設置数が
不足していたため、バリアフリーに対応した便所を新設し、市民の憩いの
場として更なる利用促進を図りました。

対策後対策前



（１）成果の評価
　　添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

　　添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（完成状況）

　　添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

　　添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）により計測される効果発現の計測

　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程の評価
　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因の整理
　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

　　添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

（４）今後のまちづくり方策の作成
　　添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

　　添付様式５－②　まちの課題の変化

　　添付様式５－③　今後のまちづくり方策

　　添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

　　添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

　　添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方

　　添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

（５）事後評価原案の公表
　　添付様式７　　事後評価原案の公表

（６）評価委員会の審議
　　添付様式８　　評価委員会の審議

（７）有識者からの意見聴取
　　添付様式９　　有識者からの意見聴取

都市再生整備計画　事後評価シート
（添付書類）



添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

●

●

●

●

変更理由

　計画策定時は直線デッキによる駅前再整備を予定しており、市民の合意を
得られていると判断し、事業を実施したが、実施期間中にデッキ形状の一部
変更が生じたため、変更箇所について再度市民の意見を伺ったところ、変
更箇所のみならず、事業そのものについても反対意見を多数いただいた。
　総合的に判断し、北口再整備事業について、議会による凍結が議決され、
計画期間内の事業実施が困難となったため。

目標値を現況値のままに下方修正。

変更後

（１） 成果の評価

変更

Ａ．まちづくりの目標

Ｄ．その他（　　　　　　　　　　　　　）

変更前

Ｂ．目標を定量化する指標

Ｃ．目標値
指標「四街道駅北口広場の利用不満度の減少」の数値目標について、従前
値から１０％まで減らせるよう目指す。



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

道路 162 5.1
　北口再整備事業凍結により、事
業実施が困難となったため。

●

公園

河川

下水道

駐車場有効利
用システム

482 431.8 　竣工に合わせ、変更。 ●

251 120.2
　対象事業費の見直しを行ったた
め

●

270 207.3 　竣工に合わせ、変更。 ●

178 26.5
　北口再整備事業凍結により、事
業実施が困難となったため。

●

2 0
　武道館跡地に駐車場整備予定で
はあったが、計画期間中に武道館
整備が困難となったため。

●

95 8.3
　北口再整備事業凍結により、事
業実施が困難となったため。

●

40 40.0 　変更なし ●

65 0.1
　北口再整備事業凍結により、事
業実施が困難となったため。

●

41 41.1 ●

高次都市施設

既存建造物活
用事業

都市再生交通
拠点整備事業

土地区画整理
事業（都市再
生）

住宅市街地
総合整備事業

　影響なし

　影響なし

　計画期間中に事業実施が困難となったため、目標を達成できなく
なったことから、指標に影響あり。

　計画期間中に事業実施が困難となったため、目標を達成できなく
なったことから、指標に影響あり。

四街道駅北口広場再整備事業

　中央公園駐車場整備事業

　中央公園便所新設事業

高質空間形成
施設

　四街道駅北口エレベーター設置事
業

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

事後評価時の完成状況
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

　１４便槽

事業箇所名

　四街道駅北口広場歩行者デッキ事
業

　Ｖ＝2000ｔ

　Ａ＝1500㎡

　Ｖ＝2004ｔ

　Ｖ＝3239ｔ

　一式

　Ｌ＝61ｍ

　３基

事業内容

　Ａ＝4,900㎡

事業内容

地域生活基盤
施設

　文化センター駐車場地下貯留施設
設置事業

　四街道西中学校地下貯留施設設
置事業

　Ａ＝4,900㎡

最終変更計画

基幹事業

事業

当初計画

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

　計画期間中に事業実施が困難となったため、目標を達成できなく
なったことから、指標に影響あり。

　影響なし

　Ｖ＝3500ｔ

　Ｌ＝61ｍ

　１基

　一式

　１基

　１４便槽 　-

　-

　計画期間中に事業実施が困難となったため、目標を達成できなく
なったことから、指標に影響あり。

　文化センター改修事業 　Ａ＝3685㎡ 　Ａ＝3685㎡ 　影響なし

　Ａ＝1500㎡

　四街道駅南口エレベーター設置事
業

　四街道駅北口シェルター、ベンチ、
照明灯設置事業

　３基



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

地区再開発事
業

バリアフリー環
境整備事業

優良建築物等
整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

街なみ環境整
備事業

住宅地区改良
事業等

都心共同住宅
供給事業

公営住宅等整
備

都市再生住宅
等整備

防災街区整備
事業

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

最終変更計画

事業内容

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響事業内容

事後評価時の完成状況当初計画

基幹事業

事業
事業箇所名

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）



事業費 事業費 完成 完成見込み

当初計画
最終変更

計画
当初計画

162 185 平成25年～平成27年 事業完了

89 68 平成27年～平成28年 事業完了

4,064 5,460 平成26年～平成32年 事業実施中

158 未定 平成29年～平成30年 未定

280 未定 平成27年～平成30年 未定

　四街道市西中学校武道場改修事業 平成27年

　市庁舎建替事業 平成２９年～令和７年

事業活用調査

事業期間

地域創造
支援事業

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

当初計画

事業内容

まちづくり
活動推進事業

（参考）関連事業

　道路事業

事業
細項目

　図書館建替事業

　武道館建替事業

提案事業

細項目
事業

事業箇所名

　大日五差路交差点改良事業

事業費

備考進捗状況及び所見

平成24年～平成30年

未定

未定

最終変更計画

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

最終変更計画 事後評価時の完成状況当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）事業内容



添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

あり なし

確定 ●
見込み

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

確定

見込み

確定

見込み

指　標

指標１

指標２

指標３

指標４

指標５

事後評価 ○

89

- 7

事後評価

- 78 ％

箇所 0 箇所

事後評価

指標５

指標４

-

指標３
　計画区域内の公共施設
の耐震化率の向上

-％

　四街道市耐震改修促進計画
に基づき、区域内の公共施設９
施設のうち、７施設のみが耐震
化されているため、８施設にす
る。

指標２
　道路冠水による通行止
め箇所の減少

箇所
　Ｈ29.3～Ｒ4.1までにゲリラ豪雨
等、時間雨量30ｍｍ程度で通行
止めとした路線

％
　市民３０００人に歩道・バス乗
降場・タクシー乗降場・一般条項
場

モニタリング
- 27 ％ 27 ％-

指　標

　平成２９年３月より令和４年１月現在に至るまで、概ね時間30ｍｍ以上の降雨があった日は５日である内、道
路冠水した箇所はないため、目標を達成した。

　計画区域内の耐震化施設が８施設となったため、目標を達成した。

指標１
　四街道駅北口広場の利
用不満度の減少

目標達成度○△×の理由
（達成見込み「あり」とした場合、その理由も含む）

　四街道駅北口広場再整備が事業凍結となり、計画期間内に事業実施が困難となり、目標が達成できなく
なったため。

　-

　-

その他特記事項
（指標計測上の問題点、課題等）

　-

事後評価

モニタリング

モニタリング

モニタリング モニタリング

モニタリング

○事後評価

％

事後評価

モニタリング

事後評価

モニタリング

事後評価

モニタリング

数値（エ）

モニタリング
●

×事後評価 事後評価

データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

（参考）※１

計画以前の値 従前値 目標値
1年以内の

達成見込みの
有無目標達成度※２

※１ 計画以前の値 とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。
※２ 目標達成度の記入方法

○ ：評価値が目標値を上回った場合
△ ：評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合
× ：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合



添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

（ア） （イ）

単位
基準
年度

基準
年度

モニタリング

確定
見込み

モニタリング

確定

見込み

モニタリング

確定

見込み
※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況
なし

その他の
数値指標１

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

事後評価

事後評価

指　標

（参考）※１

計画以前の値 従前値データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

数値（ウ）

事後評価

本指標を取り上げる理由
その他特記事項

（指標計測上の問題点、課題
等）



（２） 実施過程の評価

・本様式は、都市再生整備計画への記載の有無に関わらず、実施した事実がある場合には必ず記載すること。

添付様式３－①　モニタリングの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した ●

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった

添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織の概要

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

実施状況

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果実施状況

　計画中１回
　平成２８年１０月１７日～平成２８年１１月１５日
　第一回パブコメを平成２７年１月～２月に実施し、再整備案を提示したが、その
後多方面からさまざまな意見をいただき、デッキに広場を設けること、シェルター
の延長を伸ばすこととなった。
　変更点について、平成２８年１０月～１１月に第二回パブコメを実施したが、変
更点に対する反対意見が多数あるとともに、事業そのものの反対意見も多数い
ただく結果となった。

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

構築状況 今後の対応方針等

　北口再整備の変更点に関するパブコメ実
施

　北口再整備事業の再実施に向け、準備を進
める。



（３） 効果発現要因の整理

添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

種別
指標改善

への
貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

- -
◎ -
- ◎
◎ -
- -
- -
- -
- -
- -
- -

- -
- ○
- ○
- -
- -

　今後も降雨時に雨水の貯留を行
い、文化センター周辺および西中学
校周辺の道路冠水解消に努める。

　西中学校グラウンド・文化
センター駐車場の地下に雨
水貯留施設を整備すること
により、大雨が降った際に
下流の流下能力が超えた
分の雨水が、地下に貯留で
きるようになるため、冠水の
軽減につながった。平成２９
年３月より、令和４年１月現
在に至るまで、概ね時間30
ｍｍ以上の降雨があった日
は５日であるうち、道路冠水
した日数は0であるため、目
標値を達成したものと捉え
る。

大日五差路交差点改良事業

武道館建替え事業

四街道駅北口広場再整備事業

今後の活用

文化センター改修事業

中央公園便所新設事業

総合所見総合所見

指標３

　災害発生時には避難所機能
を活用しながら、文化振興施設
として市民サービスの向上に努
めていく。

指標○

総合所見

　耐震性を有していな
い会館棟の耐震補強
工事を実施したことに
より、施設全体で耐震
性の向上が図られ、多
数の者が利用する施
設の安全性を確保した
ため、目標を達成した
ものと捉える。

関連事業

基幹事業

提案事業

四街道駅南口エレベーター設置事業
四街道駅北口シェルター、ベンチ、照明灯設置事業

図書館建替え事業

実施時期 担当部署

道路冠水による通行止め

総合所見

都市部　土木課令和４年１月

指標○

計画区域内の公共施設の耐震
化

指標２

〈都市部〉土木課
〈経営企画部〉管財課
〈上下水道部〉下水道課

都市再生整備計画事後評価に係る庁内検討会議

文化センター駐車場地下貯留施設設置事業

名称等 検討メンバー

指標の種別

指　標　名

事業名・箇所名

四街道西中学校地下貯留施設設置事業
四街道駅北口広場歩行者デッキ整備事業
中央公園駐車場整備事業
四街道駅北口エレベーター設置事業

四街道西中学校武道場改築事業
市庁舎建替え事業

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。
  △ ：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に
　　　　貢献しなかった。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確
        なので、評価できない。



添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

種別
目標

未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

××
-
-
-

××
-

××
-

××
-

-
-
-
-
-

関連事業

基幹事業

四街道駅南口エレベーター設置事業
四街道駅北口シェルター、ベンチ、照明灯設置事業
中央公園便所新設事業

四街道西中学校地下貯留施設設置事業

四街道西中学校武道場改築事業
市庁舎建替え事業

指標１

駅前広場の利用不満度指　標　名

四街道駅北口広場歩行者デッキ整備事業

提案事業

四街道駅北口エレベーター設置事業

指標の種別

改善の方針
（記入は必須）

　平成２３年に実施したアンケート結
果では、北口を利用する人を対象に
実施したアンケート結果では、歩道・
一般車乗降場・バス乗降場・タク
シー乗降場の施設の現状の不満が
多かった。上記事項の改善案を公
表した。平成２７年１月～２月に実
施した第一回パブコメでは反対意見
は１件のみであった。平成２８年１０
月～１１月にデッキに広場を設ける
こととシェルターを増設することに対
するパブコメを実施したところ、上記
２案は反対であるとともに再整備計
画そのものの反対意見が市全域で
は多数あったため議会にて凍結を
議決。令和３年１２月、再度北口を
利用する人を対象に市民アンケート
を実施すると、歩道・一般車乗降
場・バス乗降場・タクシー乗降場の
利用不満はさらに上がった結果と
なった。今後事業再開に向け、実施
したアンケート結果を生かしつつ、さ
らに利用者のみに特化した具体的
な内容で再アンケートを実施し、再
アンケート結果の意見も参考に、現
在の整備案を生かしつつ、市民に
理解を得られるような整備案に改良
し、事業再開を目指す。

総合所見

図書館建替え事業

大日五差路交差点改良事業

総合所見

四街道駅北口広場再整備事業
文化センター駐車場地下貯留施設設置事業
文化センター改修事業

※目標未達成への影響度
××：事業が効果を発揮せず、
　　　　指標の目標未達成の直接的な原因となった。
   ×：事業が効果を発揮せず、
      　指標の目標未達成の間接的な原因となった。
   △：数値目標が達成できなかった中でも、
       ある程度の効果をあげたと思われる。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが
        明確なので、評価できない。

※要因の分類
　分類Ⅰ：内的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅱ：外的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅲ：外的な要因で、予見が不可能な要因。
　分類Ⅳ：内的な要因で、予見が不可能な要因。

武道館建替え事業

指標○

総合所見

指標○指標○

　計画期間中に実
施したパブコメの結
果、事業が凍結と
なったため、改修工
事を行っていないこ
とから、効果は発現
していないと捉え
た。

Ⅲ

総合所見

中央公園駐車場整備事業

事業名・箇所名



（４） 今後のまちづくり方策の作成

添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

添付様式５－②　まちの課題の変化

担当部署

都市部　土木課

名称等 実施時期

令和４年１月

検討メンバー

〈都市部〉土木課
〈経営企画部〉管財課
〈上下水道部〉下水道課

達成されたこと（課題の改善状況）

多機能が集積する中心市街地
内において、ゲリラ豪雨などに
有効な雨水貯留施設を整備す
ることにより、浸水を防ぎ、都市
災害に強いまちづくりを進める
必要がある。

都市再生整備計画事後評価に係る庁内検討会議

行政機能が集積する本地区の
各公共施設の耐震化や改修を
行い、多様化する市民ニーズ
に応えるとともに、防災市民
サービスの向上を図る必要が
ある。

　文化センター地下貯留施設・西中学校グラウンド地下貯
留施設を設置したことにより、大雨が降った際に下流の流
下能力が超えた分の雨水が雨水貯留施設に一時的に流
入するようになり、平成２９年３月～令和４年１月までに時
間30ｍｍ程度が降雨した日は５日であるうち、通行止めと
した箇所は0であったため冠水解消を図ったと捉えた。

事業前の課題
都市再生整備計画に記載

したまちの課題

市の玄関口として、さらなる魅
力を高めるために狭小の歩道
の拡幅や段差の解消、歩行支
援施設の設置などバリアフリー
化し、合わせて老朽化したシェ
ルター、照明など諸施設を再整
備することにより、社会構造の
変化による市民ニーズに応え、
人々が集まるポテンシャルを活
かした交通結節点にふさわしい
拠点整備を行う必要がある。

なし
　四街道駅北口広場の歩道・一般車乗降場・バス乗降場・タク
シー乗降場の改修は実施していないため、北口利用者の不満度
が上がる結果となった。

これを受けて、改善策にかかる今後のまちづくり方策を
添付様式5-③B欄に記入します。

これを受けて、成果の持続にかかる今後のまちづくり方
策を添付様式5-③A欄に記入します。

残された未解決の課題
事業によって発生した

新たな課題

　計画区域内の公共施設は９施設ある中、四街道市文化
センターは耐震性能が低く、避難所として防災計画に指
定できていなかった。防災市民サービス向上のため、文
化センター耐震工事を実施し、大規模な地震に対して倒
壊や崩壊の危険性が低い建物となった。



添付様式５－③　今後のまちづくり方策

■様式５－③の記入にあたっては、下記の事項を再確認して、これらの検討結果を踏まえて記載して下さい。（チェック欄）
✓ 交付金を活用するきっかけとなったまちづくりの課題（都市再生整備計画）を再確認した。
✓ 事業の実施過程の評価（添付様式３）を再確認した。
✓ 数値目標を達成した指標にかかる効果の持続・活用（添付様式４－②）を再確認した。
✓ 数値目標を達成できなかった指標にかかる改善の方針（添付様式４－③）を再確認した。
✓ 残された課題や新たな課題（添付様式５－②）を再確認した。

添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

フォローアップ又は次期計画等
において実施する改善策

を記入します。

　なし

・未達成の目標を達成するため
の改善策
・未解決の課題を解消するため
の改善策
・新たに発生した課題に対する
改善策

　現状不満度が高い、歩道・一般車乗降場・
バス乗降場、タクシー乗降場の改善及び改善
実施に向け、市民アンケート実施及び事業凍
結の解除。

なるべく具体的に記入して下さい。

　・平成２８年１０月～１１月に実施した第二回パブコメでは市全体の意見と
して、反対意見が多数であったため、事業凍結となった。平成２３年１１月に
北口利用者を対象としたアンケートを実施したところ、歩道・一般車乗降場・
バス乗降場・タクシー乗降場について利用に対する不満があり、令和３年１
２月の結果では不満は増加する結果となった。今後事業再開に向け、実施
したアンケート結果を生かしつつ、さらに利用者のみを対象としてた具体的
な内容（施設別の満足度評価など）を訪ねる再アンケートを実施し、再アン
ケート結果の意見も参考に、現在の整備案を生かしつつ、市民に理解を得
られるような整備案に改良し、事業再開を目指す。

効果を持続させるための基本的な考え方

　西中学校に設置した地下貯留施設については、プラスチック製であり、内
部の清掃が難しいことから、堆砂槽を設けており、定期的に堆砂槽の清掃を
行うことにより、貯留施設内に砂の堆積を軽減させ、適正な貯留能力を維持
していく必要がある。また、ポンプでの排水を行っているため、ポンプが壊れ
てしまうと貯留施設内の雨水は溜まりっぱなしなってしまうことから、定期点
検を実施し、ポンプでの排水能力の維持に努める。
　文化センター地下貯留施設については、施設内の清掃が可能なため、適
時貯留施設内の堆砂等を確認し、維持管理に努める。

効果の持続を図る事項

　必要な貯留量の維持。
　排水ポンプの維持。

　鉄骨ブレス等耐震補強工事を実施した箇所及び躯体について、施設の日
常点検を実施し、劣化が著しい場合は延命化を図れるよう適宜修繕および
予防措置を行い、避難所機能を確保できるための耐震性能の維持管理に
努める。

B欄
改　善　策

改善する事項 改善策の基本的な考え方

A欄
効果を持続させるため

に行う方策

想定される事業

　四街道北口利用者調査事業
　四街道駅北口再整備事業

　文化センター施設維持修繕事業

　貯留施設清掃事業
　排水ポンプ点検・維持修繕事業

想定される事業

　耐震性能の維持管理



添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

単位 年度 予定時期 計測方法 その他特記事項

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

27

0

89

Ｒ３

27 H23

7 H26

Ｒ３

指　標

指標１
　四街道駅北口
広場の利用不満
度の減少

％

指標５ H

指標４

指標２ 箇所

％

目標値
1年以内の

達成見込みの
有無

評価値
目標

達成度年度

その他の
数値指標２

H

　計画区域内の
公共施設の耐震
化率の向上

・フォローアップの要否に関わらず、添付様式２－①、２－②に記載した全ての指標について記入して下さい。
・従前値、目標値、評価値、達成度、１年以内の達成見込みは添付様式２－①、２－②から転記して下さい。

従前値
フォローアップ計画

・評価値が「見込み」の全ての指標、目標達成度が△又は×の指標、１年以内の
達成見込み「あり」の指標について、確定値を求めるためのフォローアップ計画を
記入して下さい。

○

39

0

×

○

89

H

H

H

　道路冠水によ
る通行止め箇所
の減少

78 H26 Ｒ２

H
その他の

数値指標１

その他の
数値指標３

H

指標３



添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方
・下表の点について、特筆すべき事項を記入します。

要因分析 次期計画や他地区への活かし方

うまくいった点
　市民アンケート調査時に不満の要因となる施設を設問として入れることで、各施設の不満度を把
握し、自由意見を設けることで、具体的な改善案を作成することができた。

うまく
いかなかった点

　アンケート実施方法について、住民基本台帳よる無作為抽出にて行ったため、、評価対象となる
有効回答が一定数となった。、利用者のみのアンケートを実施することで、今以上の回答数及びさ
まざまな意見を取り入れることができたのではと思われる。

うまくいった点 　

うまく
いかなかった点

　なし

うまくいった点
　市民アンケートを行うことで、北口利用者の意見を取り入れ、パブコメを実施することで、市民全体
の意見を参考に、整備案等の作成ができた。

うまく
いかなかった点

　なし

うまくいった点
　効果発言要因や今後のまちづくりの方針について、関係各課と検討することで幅広く意見をうかが
うことができた。

うまく
いかなかった点

　なし

うまくいった点 　なし

うまく
いかなかった点

　なし。

添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

　事業再開の際は北口利用者のみを対象とした
調査も実施し、より具体的な意見を参考に、現在
の整備案を生かしつつ、市民に理解を得られるよ
うな整備案を改良し、事業再開を目指す。

　アンケート等で実施した意見等を的確に把握
し、また、災害時の現場の状況も的確に把握し、
次回の街づくりの目標設定に整合性を図れるよう
努める。

　

項目

数値目標
・成果の達成

住民参加
・情報公開

その他

ＰＤＣＡによる事業
・評価の進め方

数値目標と
目標・事業との

整合性等

　次期計画時も、多方面から幅広く意見を聞き、
より正確に事業を進めるよう努める。



（５） 事後評価原案の公表

添付様式7　事後評価原案の公表

公表方法 具体的方法 公表期間・公表日 意見受付期間 意見の受付方法 担当部署

インターネット  市のホームページにより公表
令和４年２月２４日～令和４年
３月１０日

令和４年２月２４日～令和４年
３月１０日

広報掲載・回覧・個別配布 - - -

説明会・ワークショップ - - -

その他 - - -

住民の意見

　
　意見なし

都市部　土木課

メール受付
窓口受付
郵送受付
ＦＡＸ受付



（６） 評価委員会の審議

添付様式８　評価委員会の審議

実施時期 担当部署 委員会の設置根拠 委員会の母体組織

学識経験の
ある委員

その他
の委員

方法書

成果の評価

実施過程の評価

効果発現要因の整理

事後評価原案の公表の妥当性

その他

事後評価の手続きは妥当に進
められたか、委員会の確認

今後のまちづくり方策の作成

フォローアップ

その他

今後のまちづくり方策は妥当
か、委員会の確認

※１　審議事項の詳細は「まちづくり交付金評価委員会チェックシート」を参考にしてください。

委員構成

その他
　-

今 後 の ま ち
づくりについ
て審議

事後評価手
続 き 等 に か
かる審議

　・方法書の内容は適正である。

　・数値目標は事後評価時に達成状況や事業効果が把握しやすいものを設定する必要があり、今回の計画ではそれが配慮されていた。

　・計画の進捗状況を把握するため、中間に少なくとも１回はモニタリングを行ったほうが良い。
　・駅北口再整備を実施するに当たっては、第二回パブコメの事業反対の理由を十分解析する必要がある。

　今後のまちづくり方策は妥当であるが、駅北口再整備は慎重な対応が必要である。

　・市民への公表は適切に行われていた。

　・コンパクトで都市機能が高い中心市街地形成のためには、継続的な課題解決が求められる。

　-

　-

　・効果発現要因の整理は適切に行われている。駅北口再整備の事業再開にあたっては、パブコメの反対意見十分に解析・検討することが必
要となる。

　・事後評価の手続きは適切に行われていた。

　・市の玄関口となる駅の利便性や快適性向上のために駅北口の再整備を行うことと、災害復旧や復興の拠点となるべき市役所の耐震性確
保（建替）のどちらを優先するべきかの検討を十分に行う必要がある。　全国で災害が頻発している最近の状況をふまえて判断すべきである。
　・雨水の地下貯留施設の機能維持のためには、十分な維持管理のため継続的な予算措置が必要となる。
　・豪雨時の道路冠水による通行止めの解消について、時間30ｍｍ程度の降雨を対象としているが、気候変動が原因と思われる近年の異常
気象を踏まえ、さらなる降雨量の場合についても検討することが望ましい。
　・公共施設の耐震補強工事について、避難所機能確保・維持の観点から、四街道駅周辺地区だけでなく、市内全域において、点検・整備を行
うことが望ましい。
　・四街道駅北口広場の整備について、平成２８年１０月～１１月に実施したパブコメにおいて寄せられた整備計画反対の意見を踏まえ、慎重
に整備計画の改良を行うことが望ましい。
 　・駅北口再整備の事業再開にあたっては、利用者調査の際、バス乗降場、タクシー乗降場などの施設別に、それぞれの利用状況と利用者
の満足度（５段階評価）など、より具体的な設問をすべきである。

審議事項※１ 委員会の意見

　- 　-

　佐藤　徹治教授（千葉工業大学）
　白井　清氏
　矢澤　裕氏

令和4年3月28日 都市部　土木課



（７） 有識者からの意見聴取

添付様式９　有識者からの意見聴取

実施時期 担当部署

- -

- -

有識者の意見

・この様式は、効果発現要因の整理（添付様式５）、今後のまちづくり方策の検討（添付様式６）、評価委員会の審議（添付様式９）以外の機会に、市町村が任意に
有識者の意見聴取を行った場合に記入して下さい。

意見聴取した有識者名・所属等

-

-

-


